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特別損失の計上及び 2026 年３月期通期業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 当社は、2026年２月27日に公表した2026年３月期の通期業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１，特別損失（減損損失他）の計上について 

 店舗戦略の最適化に向け、店舗及び間接部門の共用資産について、回収可能額まで減損損失263百万円を計上した

他、一部の店舗等について損失見積額26百万円を計上いたしました。 

２．業績予想値と実績値との差異について 

2026年３月期個別業績予想数値と実績値との差異（2025年３月21日～2026年３月20日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,930 △607 △698 △834 △263.62

実績値(B) 5,758 △707 △794 △1,097 △398.65

増減額(B-A) △172 △100 △96 △263

増減率(%) △2.9 － － － 

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
7,494 △276 △329 △545 △267.69

２．特別損失（減損損失）の計上と通期業績予想の修正の理由 

2026 年 3 月期通期の業績予想につきましては、売上高・利益ともに前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

 売上高は、美容部門での大口の売上が翌期にずれ込んだことにより発生いたしました。営業利益、経常利益につ

いては商品評価損を保守的に見積もったこと、期末時点の株主を対象とする株主優待の見込値が増加したことなど

によるものであります。当期純利益については、経常利益の差額に上記「１．特別損失（減損損失他）の計上につ

いて」に記載のとおり、店舗及び間接部門の共用資産について、回収可能額まで減損損失を計上したこと、店舗戦

略の最適化に向け、一部の店舗等についての損失見積りを計上したことによります。 

以 上 




